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前幹部挨拶並びに新幹部紹介 

 

 

 

2022年7月9日に幹部交代式を挙行し、第59代から第60代に幹部交代いたしました。 

つきましては、前幹部よりご挨拶と、新幹部の紹介をさせていただきます。 

 

 

1.前幹部挨拶 

 

 
第59代を代表してご挨拶いたします。約1年間、私達が幹部としての務めを全うすることができましたのも、監

督・コーチ・トレーナーの皆様をはじめ、保護者やOB・OGの皆様のお力添えのおかげです。これまでのご支援に

対しまして、厚く御礼申し上げます。 

第59代は、コロナ禍以前の部活動を経験している最後の代です。我々は、コロナ禍のなかで得た新たな運営ノウハ

ウを取り入れつつも、例年通りの活動にいち早く戻すために日々努力して参りました。その甲斐もあって、2022年

度の春学期からは、徐々に練習や行事がコロナ禍以前のように戻ってきました。 

幹部として過ごした期間は、大変だったこともありましたが、成長の連続でした。また、これまでリーダーを務め

たことがなく、頼りない部分もあった私でしたが、アントラージュの皆様、先輩、後輩、そして共に乗り越えた同

期、多くの皆様の支えで主将の職務を全うできました。幹部としての務めは終わりましたが、今後も部の発展のた

めに、引退までの残りの期間も尽力して参ります。 
更なる部の発展、そして「世界一のチーム」を目指して新幹部を中心に部員一同、全力で部活動に励みます。今後

とも我が部へのご支援・ご声援のほど宜しくお願い申し上げます。 

 
 第59代主将 森岡 勇翔 

 

 

2.新幹部紹介 

 

○主将 高橋 希実(たかはし のぞみ) スポーツ健康科学部スポーツ健康学科 大阪府立泉北高等学校卒 三段 

60代という節目の代に、このような大役を任せていただけることを嬉しく思うと共に、部の発展に貢献できるよ   

う、精一杯努める所存です。部のリーダーとして、先陣を切りながらも、困っている部員がいれば手を差し伸べられ  

る、温かい存在になりたいと思っております。また、監督、コーチ、トレーナー、保護者、同期、後輩、そして 

OB・OGの皆様と、同志社大学体育会少林寺拳法部に関わる全ての方を巻き込み、「世界一のチーム」にするため

日々精進いたします。 

 

 

○副将・広報 古川 真嗣(ふるかわ まさし) 理工学部インテリジェント情報工学科 同志社国際高等学校卒 1級 

常に部全体に目を向けて、全員にとって充実した部活動となるように励みます。また、広報として、様々な視点か

ら我が部の魅力を発信できるように、常に何事にも関心を持って部活動に取り組みます。 

  



 

○主務・統制長 室永 彩希(むろなが さき) 生命科学部医生命システム学科  京都女子高等学校卒 三段 

周囲と連携し、協力し合いながら、部員が安心して部活動に取り組めるよう精一杯努めて参ります。また、統制長

としては、日頃から部員全員に目を向け、技術面・精神面の両方をサポートする所存です。 

 

 

○会計・管財 宮坂 泰希(みやさか たいき) 理工学部環境システム学科 滝高等学校卒 初段 

会計と管財は決して目立つ役職ではありませんが、どちらも部の財産を扱う大切な役職であると考えております。

日頃から堅実にやるべきことをこなし、縁の下の力持ちとなれるよう精進いたします。 

 

 

○渉外長    岸本 卓也(きしもと たくや) 商学部商学科 広島城北高等学校卒 三段 

渉外長は様々な方々と部の架け橋となる役職です。OB・OGの皆様をはじめ、多くの関係者のお陰で今の我が部が

あります。日々感謝を忘れず、凡事徹底を心がけて1年間精進する所存です。 

 

 

○広報 山口 魁斗(やまぐち かいと) グローバル地域文化学部グローバル地域文化学科 神戸龍谷高等学校卒 二段 

広報として我が部の魅力を発信し、一人でも多くの協力者を獲得できるよう、常にアンテナを張って活動いたしま

す。そして、私は秋学期から海外へ留学しますが、常に我が部へ関心を持ち続け、運営にも出来る限り関与して参り

ます。 

 

 

 

 
左：第59代幹部 右：第60代幹部 


